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【雑学】町田市の境界を巡る６．（相原駅～八雲神社前） 

 町田市の境界を巡るハイキングもいよいよ町田の秘境へと近づいてきた。今回のコース

は北面が山岳で八王子市、南面は境川を境とした相模原市となる町田市相原地区である。 

 その前に、3 回目で紹介した、東京国際 GC のコース内にある勝負塚をプレー中に見つけ

たので紹介する。アウトの 7 番を折り返して 8 番に登ってゆくと、8 番の右手の下は 7 番を

見下ろし、その間の林間に塚が有った。ファウエイを歩いていると見つからない場所にあ

る。説明版自体は多摩よこやまの道コース（国際 GC のキャディマスター室裏）にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 付けたりはさて置いて、本論の第 5

回目は 4 月 15 日（金）JR 横浜線の相

原駅よりの出発である。今回もほぼ 40

名余の参加者で A 組、B 組に分かれて

出発する。この企画で感心するのは、

前企画を含め 7回参加したがすべて快

晴であった。参加が多人数なのに心が

けの良い人が多いのだろうか？ 

 右の概念図を見ていただくと、南北

を八王子と相模原に挟まれ町田市の

幅は１km にも満たない。七国峠の西

には町田、八王子に相武 CC が横たわ

り、ゴルフ場の中を境界線が通ってい

るので一般人は入れない。我々はそこを避けるため、ほぼ矢印の方向、南に歩みを進めた。

相武CCでプレーする時,境界を確認してみよう。昼食は長福寺下の相原中央公園で頂いた。 

 集合した相原駅西口広場は 3 月 27 日に開場式を行ったばかりのピカピカ広場である。3

鎌倉幕府軍と新田義貞軍の古戦場であった東京国

際ゴルフクラブ。その南には小山田城があった。 

相模原市 相原駅 

相原中央公園 
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JR相原駅西口ロータリー 

月 18 日に 4 回目の終着が相原駅であったの

はロータリー完成一週間前であったようだ。

住宅街を線路に沿って北上するとトンネル

が見え、田畑から雑木林の散策路が続いてい

る。町田側はこれから山に入ってゆくムード

があり、散策路の左にはまだまだ農地が続く

が、一部は農作放棄地もあるようだ。その場

所には西洋たんぽぽの群生や、初めて見る花

大根（諸葛菜）の群生が目に飛び込んでくる。 

八王子との境界目指して、相原ジャガーズ（少年野球）の練習グランド内を横切り山道

に入る。相原まで来ると町田も田舎だなーと感心する位、若葉の薄緑の木々とオゾンに包

まれながら登り道を歩く。標高もせいぜい 150m 未満と思うがちょっぴり深山幽谷の気分

を味わえる。峠を下るとその先は七国公園だ。八王子市七国三丁目（八王子ニュータウン・

八王子みなみのシティ）の開発地である。ここでも町田側にはまだまだ自然が多 

い。 

花大根（諸葛菜） 

七国公園の町田市側 
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 七国峠とは、峠から七国が見えるという意味で、ちょっと眉唾な気もするが、かつては

そこから相模・甲斐・伊豆・駿河・信濃・上野・下野（武蔵・相模・駿河・甲斐・下総・

上総・常陸の説も有る）の七つの国が見渡せたという。我々は再度、稜線の道に戻り、七

国峠に向かって急坂の登り道をゆく。七国峠の頂上と言うのは樹木に覆われて七国どころ

か近間の景色も見えない。ただ黙々と歩むのみだ。 

相原七国古道は八王子より相模原上溝・鎌倉へ向う主

要な道であったようだ。古代には、上州〈現・群馬県〉

方面から秩父山地や丹沢山地の麓を通り大磯の海まで続

いた道（関東山辺の道）ともいわれている。また平安期

中期頃には、窯跡群・粘土採掘場へ働きに行く工人たち

の通った道でもある（相原には 9～11 世紀ごろに瓦や須

恵器を焼いた窯跡が数多く発見されている）。江戸時代に

は相模川で獲れた鮎を江戸へいち早く運ぶ道として用い

られたという〈鮎の道〉。〈ハイキング配布資料参照〉 

《出羽三山供養塔》町田市相原町 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

人里離れたように見える

山の中ではあるが講の代

表者が旅費をいただき、

月山・羽黒山・湯殿山）

に無事に登った記念と、

講の出資者に対する感謝

を込めて建立した。 

天保 10 年（1839）相原

地区の小川家・小星家の

長老が建立したもの。 
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《大日如来堂》町田市相原町 

 七国峠の最高三角点 223ｍに大日如来堂がある。明治政府の勅命で開都の御嶽社に合祀さ

れたが、疫病が蔓延した為、真込〈馬込・真米〉地区の若者が再び「大日如来像」を背負

い、この場所に祀った為、疫病は治まったという。この場所は開けていて、ベンチもあり

休憩には最適の場所と思われる。休憩後、ここから一度下山して一般道へ入り相原中央公

園前より右手の山道を登ると頂上一帯が長福寺の墓苑である。 

《長福寺》町田市相原町 2109 

 曹洞宗壽国山長福寺は 18 世紀末に開かれ、19 世紀前半に現在の地に移ってきた。広い境

内を有し、本堂の格天井花丸絵画、山門、文殊堂が市指定文化財である。特に山門、文殊

堂に施された登り竜、下り竜の彫刻は見事である。文殊堂は覆屋と柵によって保護されて

いる。左の写真は柵の隙間より彫刻を撮影したものである。 

明治５年（1872 年）に学制が発布され、国民のすべてが初等教育を受けることが定めら

れ、相原村では２年後の明治７年にこの長福寺に相原学校が創設された。 

 長福寺は高台にあるため、相原の町並みや、相模川を越えた愛川の山々までが一望出来
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る場所だ。やっと昼食の時間となり、相原中央公園目指して、再度戻るように墓苑を横切

り、公園へと丘を下ることになる。 

《相原中央公園》町田市相原町 2018 

 相原町のほぼ中央に位置し、山林、谷戸の多様な地形を持った豊かな自然に囲まれた公

園で広さは 15.7ha、テニスコート・サッカー・野球のグランドもある。平成 7 年（2005）

に開園された比較的新しい市立公園である。我々は綺麗な公園管理棟内の休憩室にて持参

の昼食〈コンビニのおぎにりだが〉を取らせてもらった。 

 午後は山を離れて、南側の相模原市との境目である境川に沿って市街地を散策すること

になる。長福寺の山を上り下り、眼下の交通の激しい町田街道を横断して境川に出る。 

 八幡橋を渡ると、住所は相模原市緑区相原○○丁目となり町田と相模原の両方の市に相

原がある。 

 《相原八幡宮》相模原市緑区相原 6 丁目 5-26 

 境川の南岸にあり、相原の地名の発祥の地といわれ由来の碑が建立されている。 

 相原起番地之碑の裏には「相原一番地の由来。平安末期 横山等の首領横山時重が栗飯

原（あいはら）氏を名乗り、これが相原の名の起こりになったといわれます。その後、相

原の人々はこの地に八幡宮を勧請し境内を相原一番地と定めました」と刻まれている。 

 武蔵七党は武蔵野の開墾者で、鎌倉幕府の重要な構成員の中級武士である。横山党とは、

小野篁の 7 代目の子孫といわれる小野孝泰が武蔵国司となってやって来きて、多摩の横山

（今の八王子）を中心に開拓した一団である。武蔵七党中最大の規模を誇る。一族には横

公園管理棟前広場 



6 

 

山氏、椚田氏、由木氏、藍原氏などがある。ちなみに、小野篁は平安初期の有名な学者で、

参議でもある。町田市小野路町の小野神社も、武蔵国司として赴任した小野孝泰が、この

地に祖先の小野篁を祀ったのが始まりとされる。 

八幡宮のご神木は、樹齢はおよそ 600 年と推定される稀に

みる欅の大木で、残念ながら幹の上部は折れているが脇よ

り若枝がすくすくと伸び圧倒されるほどの大きさで「かな

がわの名木百選」にも選ばれている。左の写真はカメラに

納まらなかったので 2 枚写して合成したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都と神奈川県を隔てる境川 
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相武 CC 
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《ゆうやけ橋》 

 東京家政学院入口の交差点先に架かる欄干がオレンジ色の橋。この橋から眺める夕焼け

が素晴らしいとか。ハイキングに参加した皆さんは橋上より川面を眺めているが？ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

《園林寺》町田市相原町 3729 

 境内の蓮は大賀一郎博士が発見した古代蓮と各種の蓮で蓮寺として有名である。昭和 38

年に故大賀一郎博士の二千年蓮を分根、境内に移植し、昭和 40 年 8 月 15 日に初めて花が

咲いたといわれている。 

 園林寺の休憩所で一休みした後、武蔵岡団地を左手に見て裏道、旧町田街道を通り、団地

信号を 100ｍ程進んだ所から、一転北上して山方向の法政大学多摩キャンパスへ向う。 

曹洞宗地蔵山行昌寺 

童謡「夕焼小焼」ゆかりの地。 

作詞をした中村紅雨は本名を高井宮吉といい、明

治 30 年八王子市恩方村生まれ、東京府立青山師

範学校〈現・東京学芸大学〉を卒業、教師となり

作家活動も開始した。当時相原村の諏訪神社中村

家の養子となる。野口雨情に師事し「夕焼小焼」

は大正 8 年に作詞、詩の情景は相原町の「行昌寺」

からのものといわれている。 

 

天台宗雲乗山園林寺 
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《多摩送信所跡》町田市相原町 4342 

多摩送信所跡は法政大学多摩校地の建設に伴

って発掘調査されコンクリート基礎などが確認

された。地形を利用した隠蔽式送信所で高さ60m

の木造無線塔 6 基がそびえ立ち、太平洋戦争末期

につくられ 1947 年まで存続した。終戦時にはポ

ツダム宣言受諾を連合国側へ送信したと伝えら

れる歴史的な施設であった。現在は大学敷地内に

記念碑とアンテナ木柱台石が設置されている。 

町田市内唯一の戦争遺産といわれている。 

法政トンネルを抜けると、そこはもう法政大学のバスロータリー、キャンパスの入口で

ある。ゲートを潜り抜け北へ進むと法政大橋があり、橋の手前の小高い茂みが町田市と八

王子市の境界となる。法政大橋を渡った地区は経済学部である。経済学部のモニュメント

として経済学部卒業生・森不二雄（俳優・根上淳）さんの文章が刻まれている。 

その文言は「多くの学生が業なかばにして 軍や工場に動員され 学園と学問を放棄せ

ざるをえない 不幸な時代があった ５０年前のことである 君たちは決してそのような

青春を送ってはならない 1998 年 8 月 法政大学経済学部同窓会」というものだ。この碑

が出来て 20年近く過ぎているが、世界中、戦争のない時代は中々やってこない。 
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経済学部を過ぎ、左手の苗哺〈法政大学キャンパス植樹の苗木管理地区？〉脇の踏み分

け道を通って山を下り、町田街道に出る。 

《八木重吉記念館》町田市相原町 4473 

に生まれ、神奈川師範学校（現・横浜国立大学）から東京高等

師範学校英語科〈現・筑波大学〉へ進む。1922 年卒業後、御影

師範学校〈現・神戸大学〉の英語教師、同年島田とみ都結婚。千

葉県の東葛飾中学校（現・千葉県立東葛飾高等学校）へ転任、英

語教員を務めた。病弱ながら詩作、第一詩集「秋の瞳」を刊行。

多くの詩誌へ作品を寄せている。〈ハイキング配布資料参照〉 

八木重吉記念館に別れを告げ、町田市の無形文化財に指定され

ている大戸囃子の記念碑がある八雲神社下へ到着。今日は、バテ

バテなので参拝せずに石段下より証拠写真として一枚パチリ！ 

公会堂前のバス停より相原駅までバスに乗車、帰路につく。 

次回は 5 月 20 日〈金〉JR 横浜線相原駅に集合し、バスでスタート地点・大戸へ向う予

定だそうだ。いよいよ、町田市の最深部・草戸山（365ｍ）に登頂か？ 

記：小林尚道 

素朴な琴 

この明るさの中へ  

ひとつの素朴な琴を 

秋の美しさに耐えかね 

琴はしずかに鳴りいだすだろう 

八木重吉 

八木重吉は明治 31 年（1898）2 月 9

日、堺村相原大戸（現・町田市相原町） 

八雲神社 


